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論壇
は
じ
め
に

借
地
権
の
課
税
上
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
多
岐

に
わ
た
る
が
、
そ
の
中
で
も
、

税
理
士
間
で
意
見
が
分
か
れ
る

の
が
「
個
人
・
法
人
と
の
間
で

使
用
貸
借
し
て
い
る
場
合
の
借

地
権
の
有
無
、
す
な
わ
ち
そ
の

場
合
の
土
地
の
評
価
及
び
相
続

財
産
の
考
え
方
」
で
あ
る
。

法
人
と
の
間
の
使
用
貸
借
に

つ
い
て
は
、
過
去
の
裁
決
等
に

お
い
て
、
相
続
税
の
課
税
実
務

の
扱
い
と
は
若
干
異
な
る
見
解

が
示
さ
れ
、
更
に
、
市
販
の
テ

キ
ス
ト
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
資

料
で
も
異
な
る
意
見
が
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
場
の
税

理
士
が
迷
う
こ
と
は
当
然
か
も

し
れ
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
精
通

し
て
い
る
専
門
家
に
よ
り
、
誤

解
の
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
説
明

さ
れ
た
も
の
が
既
に
発
表
さ
れ

て
い
る
が
（
注
1
）、
必
ず
し

も
多
く
の
税
理
士
に
理
解
さ
れ

て
い
る
と
は
言
え
ず
、
逆
に
疑

問
を
感
じ
る
質
疑
や
セ
ミ
ナ
ー

資
料
が
未
だ
散
見
さ
れ
る
こ
と

か
ら
今
回
改
め
て
相
続
税
課
税

実
務
上
の
観
点
か
ら
整
理
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

問
題
の
所
在

具
体
的
に
は
、「
被
相
続
人

が
所
有
す
る
土
地
を
同
族
会
社

に
無
償
で
使
用
さ
せ
て
い
る
事

例
（
当
該
同
族
法
人
と
の
間
に

権
利
金
の
授
受
は
な
く
、
会
社

の
貸
借
対
照
表
に
借
地
権
の
計

上
は
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
土

地
の
無
償
返
還
届
出
書
の
提
出

も
さ
れ
て
い
な
い
）の
場
合
に
、

借
地
権
あ
り
と
考
え
る
か
否

か
」
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
例
え
一

方
が
法
人
で
あ
る
と
し
て
も
、

民
法
上
は
使
用
貸
借
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
が
「
無
償
返
還
届
出

書
の
提
出
」
の
有
無
に
よ
っ

て
、
そ
の
使
用
借
権
の
評
価
を

左
右
し
な
い
か
ら
、
当
該
法
人

に
使
用
貸
借
し
て
い
る
宅
地

は
、
借
地
権
は
な
く
自
用
地
価

額
で
評
価
す
る
の
が
（
財
産
評

価
基
本
通
達
25
）、
相
続
税
の

税
務
調
査
を
含
む
課
税
実
務
の

判
断
と
思
わ
れ
る
（
注
2
）。

こ
れ
に
対
し
て
、「
使
用
貸
借

に
基
づ
く
土
地
の
貸
付
け
に
つ

い
て
は
、
法
人
税
基
本
通
達
13

―
1
―
7
の
取
り
扱
い
に
よ

り
、
無
償
返
還
の
届
出
が
な
い

限
り
、
貸
付
時
の
土
地
に
係
る

借
地
権
の
認
定
課
税
を
受
け
た

こ
と
と
取
り
扱
わ
れ
る
か
ら
、

実
際
に
認
定
課
税
を
受
け
た
か

ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
借
地
権

が
存
す
る
」
と
す
る
意
見
が
あ

る
。こ

の
意
見
は
、
法
人
と
使
用

貸
借
を
し
た
土
地
は
、
税
務
署

に
無
償
返
還
の
届
出
を
し
な
い

限
り
、
土
地
の
賃
貸
借
と
扱
う

（
通
達
に
よ
り
使
用
貸
借
を
賃

貸
借
に
引
き
直
す
こ
と
が
で
き

る
）
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
よ

う
な
扱
い
は
一
般
の
取
引
慣
行

（
使
用
貸
借
と
し
て
契
約
し
た

も
の
が
賃
貸
借
と
な
る
こ
と
は

な
い
。）
と
か
け
離
れ
た
も
の

で
あ
り
、
課
税
実
務
に
あ
っ
て

も
現
実
に
そ
の
よ
う
な
扱
い
を

し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
に
加
え
、
論
者
も
十
分
な
説

明
が
な
い
こ
と
か
ら
、
実
務
を

行
う
税
理
士
は
混
乱
し
て
い

る
。

問
題
の
検
討

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
意
見
が

分
か
れ
、
実
務
に
混
乱
が
あ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
お

お
む
ね
二
点
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

①

裁
決
に
対
す
る
誤
解

一
点
目
は
、
そ
の
結
果
は
と

も
か
く
誤
解
に
基
づ
き
裁
決
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
、
二
つ
の
裁
決
が
あ

る
。一

つ
は
、
平
成
15
年
5
月
19

日
裁
決
（
注
3
）
で
、
こ
の
裁

決
は
、
法
人
と
個
人
間
の
取
引

は
「
す
べ
て
第
三
者
間
に
お
け

る
取
引
と
同
様
の
経
済
的
合
理

性
に
従
い
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ

る
の
で
、
土
地
の
使
用
に
つ
き

通
常
収
受
す
べ
き
権
利
金
を
収

受
せ
ず
、
し
か
も
、
そ
の
収
受

す
る
地
代
の
額
が
相
当
の
地
代

に
満
た
な
い
と
き
は
、
基
本
的

に
は
権
利
金
の
認
定
課
税
が
行

わ
れ
る
。」「
土
地
の
使
用
貸
借

の
場
合
も
認
定
課
税
の
対
象
と

な
る
」
と
し
「
土
地
貸
借
契
約

の
当
事
者
の
一
方
が
法
人
で
あ

る
場
合
に
は
、
特
別
の
事
情
が

な
い
限
り
、
第
三
者
間
で
通
常

取
り
交
わ
さ
れ
る
土
地
貸
借
契

約
に
引
き
な
お
さ
れ
て
課
税
関

係
が
律
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
法
人
税
課
税
の
み

な
ら
ず
、
相
続
税
・
贈
与
税
課

税
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

る
。」
と
い
う
判
断
を
示
し
て

い
る
。

も
う
一
つ
は
、
平
成
16
年
9

月
10
日
の
裁
決
（
注
4
）
で
、

被
相
続
人
が
法
人
の
土
地
を
使

用
貸
借
し
て
い
る
こ
と
を
認
定

し
た
上
で
、
貸
地
人
が
法
人
で

あ
る
本
件
に
お
い
て
は
、
使
用

貸
借
で
あ
っ
て
も
税
法
上
借
地

権
が
存
在
す
る
と
認
め
る
の
が

相
当
で
あ
り
、
土
地
の
無
償
返

還
届
出
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
相
続
財
産

と
し
て
の
借
地
権
の
評
価
を
要

す
る
と
判
断
し
て
い
る
。

い
ず
れ
の
裁
決
も
、
な
ぜ
法

人
税
基
本
通
達
の
「
借
地
権
の

設
定
等
」
に
使
用
貸
借
が
含
ま

れ
る
か
、
ま
た
、
な
ぜ
同
通
達

で
定
め
ら
れ
た
無
償
返
還
届
出

書
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
民

法
上
の
使
用
貸
借
が
賃
貸
借
で

あ
る
借
地
権
に
引
き
直
し
て
課

税
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か

の
説
明
は
な
い
。

昭
和
55
年
の
改
正
法
人
税
基

本
通
達
は
従
来
の
「
法
人＝

純

経
済
人
」
的
発
想
か
ら
真
逆
に

変
更
し
て
、
使
用
貸
借
取
引
も

あ
り
得
る
と
い
う
考
え
方
の

下
、
無
償
返
還
届
出
書
は
当
事

者
間
の
あ
い
ま
い
権
利
関
係
を

明
確
化
し
よ
う
と
す
る
単
な
る

ツ
ー
ル
と
し
た
も
の
で
、
も
と

よ
り
届
出
書
の
有
無
に
よ
り
使

用
貸
借
を
賃
貸
借
と
す
る
と
い

っ
た
権
利
関
係
を
左
右
す
る
も

の
で
な
い
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
裁
決
例
は
、
次
の

②
で
説
明
す
る
同
通
達
の
こ
の

よ
う
な
趣
旨
を
理
解
す
る
こ
と

な
く
出
さ
れ
た
も
の
で
、
実
務

を
行
う
税
理
士
に
混
乱
は
与
え

た
こ
と
は
無
理
も
な
い
。

②

昭
和
55
年
の
法
人
税
基
本

通
達
の
誤
っ
た
理
解

二
点
目
は
、
昭
和
55
年
の
法

人
税
基
本
通
達
の
誤
っ
た
理
解

で
あ
り
、
上
記
裁
決
が
理
解
し

な
か
っ
た
部
分
を
も
う
少
し
説

明
す
る
。

昭
和
55
年
改
正
後
の
法
人
税

基
本
通
達
は
、
13
―
1
―
2
、

13
―
1
―
3
の
「
土
地
の
借
地

権
設
定
等
」
に
土
地
の
使
用
貸

借
の
場
合
は
含
ま
れ
な
い
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

他
方
、
13
―
1
―
7
は
、
昭

和
55
年
の
改
正
で
、
前
段
に

「
借
地
権
の
設
定
等
」
の
場
合

の
無
償
返
還
届
出
が
あ
る
と
き

の
取
扱
い
が
新
設
さ
れ
、
こ
れ

と
は
別
に
後
段
に
「
使
用
貸
借

に
よ
り
他
人
に
土
地
を
使
用
さ

せ
た
場
合
に
つ
い
て
も
同
様
と

す
る
。」
と
取
扱
い
が
新
設
さ

れ
た
。

こ
の
13
―
1
―
7
後
段
の
経

緯
に
つ
い
て
は
、
解
説
（
注

5
）
に
よ
る
と
「
た
と
え
法
人

同
士
あ
る
い
は
一
方
当
事
者
と

す
る
借
地
取
引
で
あ
る
と
は
い

え
、
現
実
問
題
と
し
て
土
地
の

使
用
貸
借
が
な
い
と
は
い
え
な

い
し
、
ま
た
、
現
に
そ
の
よ
う

な
事
例
も
見
受
け
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合

に
は
、
当
事
者
と
し
て
も
こ
れ

に
つ
い
て
借
地
借
家
法
の
適
用

が
な
い
と
い
う
こ
と
を
十
分
承

知
し
て
い
る
の
で
あ
る
し
、
税

務
上
も
そ
の
当
事
者
の
意
図
す

る
と
こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
課
税

関
係
を
処
理
す
る
こ
と
が
自
然

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
通
達（
13

―
1
―
7
）
に
お
い
て
は
、
法

人
の
場
合
に
も
使
用
貸
借
が
あ

り
得
る
と
い
う
立
場
に
立
っ

て
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
当
事
者

が
税
務
署
長
に
対
し
て
将
来
借

地
を
返
還
す
る
旨
を
届
け
出
る

こ
と
を
条
件
に
、
同
じ
く
相
当

の
地
代
に
認
定
が
行
わ
れ
る
に

と
ど
め
、
借
地
権
利
金
の
認
定

課
税
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
併

せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。」
と
あ
る
。

さ
ら
に
、「
こ
の
場
合
で

も
、
土
地
の
使
用
貸
借
に
つ
い

て
相
当
の
地
代
の
認
定
課
税
が

行
わ
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
税

務
上
当
該
土
地
の
契
約
関
係
が

賃
貸
借
契
約
と
み
な
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
。
単
に
、
土
地
の

使
用
期
間
に
わ
た
り
土
地
所
有

者
が
与
え
て
い
る
フ
ロ
ー
の
経

済
的
利
益
（
地
代
）
を
評
価
し

て
、
こ
れ
が
課
税
対
象
に
な
る

と
い
う
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と

に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
あ
る
。
・
・
・
・
・
・
・

次
に
、
無
償
返
還
届
出
書
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
権

利
関
係
の
明
確
化
、
権
利
関
係

の
確
認
の
た
め
で
あ
り
（
平
成

16
年
7
月
8
日
裁
決
（
注
6
）、

届
出
書
の
有
無
は
本
来
的
に
は

使
用
貸
借
で
あ
る
の
か
賃
貸
借

契
約
で
あ
る
の
か
の
設
定
な
い

し
権
利
関
係
を
左
右
し
な
い
も

の
で
あ
る
（
注
7
）。

ま
と
め

以
上
の
考
察
か
ら
、
現
行
の

法
人
税
基
本
通
達
は
、
土
地
の

貸
借
に
係
る
法
人
と
の
取
引
に

あ
っ
て
は
、
従
来
の
よ
う
な
純

経
済
人
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
取
引
が
あ
る
と
考
え
て
お

ら
ず
、
使
用
貸
借
も
あ
り
得
る

と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
お

り
、
そ
れ
が
無
償
返
還
届
出
書

の
有
無
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。

そ
の
貸
借
が
使
用
貸
借
で
あ

る
の
か
、
賃
貸
借
で
借
地
権
が

あ
る
の
か
は
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の

取
引
の
経
緯
、
内
容
や
事
実
を

正
確
に
把
握
し
て
、
民
法
の
規

定
に
基
づ
い
て
判
断
し
、
当
該

土
地
を
評
価
す
る
こ
と
と
な

る
。あ

く
ま
で
、
評
価
を
行
う
場

合
の
財
産
評
価
基
本
通
達
25
が

前
提
と
し
て
い
る
の
は
旧
借
地

法
や
借
地
借
家
法
の
借
地
権
で

あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ

る
。ま

た
、
裁
決
等
を
参
照
す
る

場
合
に
は
、
結
論
だ
け
で
な

く
、
そ
の
基
礎
と
な
る
事
実
関

係
を
正
確
に
把
握
し
て
、
課
税

庁
の
主
張
を
検
討
し
た
上
で
実

務
の
考
え
方
を
捉
え
る
必
要
が

あ
り
（
注
8
）、
裁
決
の
判
断

（
結
論
）
が
必
ず
し
も
課
税
庁

の
考
え
方
で
は
な
い
こ
と
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

﹇
参
考
文
献
等
﹈

（
注
1
）
吉
本
覚
、
小
林
栢
弘
著

「
当
事
者
の
一
方
が
法
人
で
あ

る
場
合
の
土
地
の
使
用
貸
借
に

係
る
相
続
税
の
課
税
関
係
に
つ

い
て
（
1
）
国
税
速
報
第
6
5

0
2
号（
平
成
30
年
3
月
19
日
）、

（
2
）
第
6
5
1
0
号
（
平
成

30
年
5
月
21
日
）、（
3
）
第
6

5
1
2
号
（
平
成
30
年
6
月
4

日
）
こ
の
論
文
は
、
判
決
や
裁

決
及
び
通
達
の
改
正
経
緯
等
を

詳
細
に
検
討
し
た
卓
越
し
た
論

文
で
あ
り
、
特
に
相
続
税
課
税

実
務
に
近
い
考
え
方
で
あ
る
。

本
稿
で
は
こ
の
考
え
方
を
参
考

に
簡
潔
に
整
理
し
て
い
る
の
で

詳
し
く
は
論
文
を
参
照
さ
れ
た

い
。

（
注
2
）「
相
続
税
の
疑
問
と
解

説
」
4
3
7
頁
（
岩
下
忠
吾

著
）（
ぎ
ょ
う
せ
い
）
は
、
課

税
実
務
に
沿
っ
た
考
え
方
を
示

さ
れ
て
い
る
。

（
注
3
）「
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ

Ｊ
65
―

4
―
45
」

（
注
4
）「
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ

Ｆ
0
―

3
―
3
0
3
」

（
注
5
）「
法
人
税
基
本
通
達
逐
条

解
説

十
一
訂
版
」（
税
務
研

究
会
出
版
局
）
1
4
5
7
頁
以

下
。

（
注
6
）
平
成
16
年
裁
決
は
「
Ｔ

Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ

Ｆ
0
―
3
―
0
9

9
」。
ま
た
、
東
京
地
裁
令
和

5
年
1
月
26
日
判
決
参
照
。

（
注
7
）
国
税
庁
の
通
達
改
正
当

時
の
担
当
者
も
「
土
地
の
無
償

返
還
の
届
出
書
の
有
無
は
本
来

法
律
関
係
を
左
右
し
な
い
」
と

証
言
し
て
い
る
。
渡
辺
淑
夫
著

「
税
務
弘
報
Ｖ
Ｏ
Ｌ
36
№
10
」

1
7
8
頁
か
ら
1
7
9
頁
、

「
通
達
の
こ
こ
ろ
（
法
人
税
通

達
始
末
記
）」
1
4
0
頁
（
中

央
経
済
社
）
参
照

平
成
18
年
1
月
24
日
大
阪
高

裁
判
決
は
、「
形
式
的
に
土
地

の
無
償
返
還
届
出
書
が
な
い
こ

と
の
み
を
理
由
と
し
て
借
地
権

の
負
担
が
あ
る
と
取
り
扱
う
の

は
相
当
で
な
い
」
と
判
断
し
て

い
る
（「
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ

Ｚ
2

5
6
―
1
0
2
7
7
」参
照
）。

（
注
8
）
税
理
士
会
の
セ
ミ
ナ
ー

等
で
良
く
引
用
さ
れ
る
使
用
貸

借
事
例
の
中
に
は
、
実
際
は

「
使
用
貸
借
の
名
の
下
の
賃
貸

借
事
例
」
で
あ
っ
た
り
、
昭
和

55
年
以
前
の
事
例
な
ど
が
あ
り

引
用
す
る
場
合
に
は
注
意
が
必

要
で
あ
る
。

借
地
権
の
課
税
実
務
か
ら
の
疑
問
点

―
理
解
さ
れ
に
く
い「
個
人
・
法
人
間
で
使
用
貸
借
し
て
い
る
場
合
」の
考
え
方
―

渡邉定義
【麹町】
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